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ノンコンプライアントバルーンのワイヤールーメンの耐圧性能評価：OCTを用いた検討 
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【目的】ノンコンプライアントバルーンを高圧拡張後に引き抜く際に異常な抵抗があり抜去に難渋する症例を経験した。これ

は高圧拡張によってワイヤールーメンが潰れてワイヤーとの摩擦抵抗が大きくなっているのではないかと考え、実験を行い検

討した。【方法】ワイヤールーメンを観察する方法として高解像度であるOCTを使用した。造影剤でみたしたシリコンチューブ

内にバルーンカテとDragonflyカテを並べて配置し、12～24気圧で拡張時のワイヤールーメンを2気圧ごとに観察した。バル

ーンのdistalマーカーの4mm奥からproxmalマーカーの4mm手前までを2ｍｍごとに観察し評価した。バルーンは実際に現象

の起こったものを含めた 7社のものを使用した。【結果】7本のバルーン中 3本は観察不可能だったため除外した。バルーン A

はバルーンの前後のルーメンが弱く 20気圧以上で潰れた。バルーン Bは先端のルーメンが 18気圧から潰れたが先端以外は変

化なかった。バルーン CはRBP以上でも大きな変化はなかった。バルーンDは手前のルーメンが20気圧以上で変化した。【考

察】細径化と通過性向上のためにシャフトが細くやわらかい素材を使用しているため圧に弱く潰れやすいと考える。バルーンA

は潰れる部分の距離が長いため摩擦抵抗も大きくなり高圧拡張でスタックしやすいと考える。今回の実験結果を参考にし起こ

りえる危険の予知と回避に役だてる。 

 


